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２-２．展示場での設置  

MIRAI-Bit は、大型モニターに情報が表示されるメ
インハウジングと、タブレットを用いて様々なコンテンツ

を体験できる、体験スタンドから成る。また、展示を解

説したロールアップバナーも付属している。  
必要な電源の都合上、メインハウジングとロールアッ

プバナーは壁際に設置した。体験スタンドは展示場中

央付近に設置するため、必要な電源は床面から取るこ

ととし、3つの体験スタンドを、中央を囲むように Y字型
に配置した。タブレットは体験スタンドに固定できるよう

になっており、来館者の方が余計な操作をしないよう、

セキュリティケースに固定するようになっている。  
また、科学館「みんなのサイエンス・ラボ」壁面の大

型モニターでも、デモ映像を表示した。  
 

 
 
３３．．ココンンテテンンツツのの内内容容  

MIRAI-Bit では、未来館の展示場の様子が再現さ
れ、タブレットを用いて展示場の中を移動しながら、い

くつかの展示を体験することができる。  
例えば、展示コーナーの 1 つ、「老いパーク」内の

「サトウの達人」では、「サトウ」「カトウ」「アトウ」といった

似た音の名前が呼ばれる。これにより、老化により音が

聞き分けづらくなることが体験できる。  
また、「プラネタリー・クライシス」内の「食卓の向こう

側」では、クイズを通して、食生活にまつわる様々な事

柄がどのように地球環境に影響を及ぼしているかを学

ぶことができる。 
さらに、生成 AI を使った MIRAI-Bit のオリジナルキ

ャラクターと対話することができるとともに、他の人の意

見も共有されることから、未来に関するさまざまな問い

について考えることができる展示になっている。 

４４．．展展示示のの運運用用  
MIRAI-Bit は、特に説明がなくても、来館者が自由

に体験できるコンテンツとなっている。しかし、操作が分

からない場合の説明や、お勧めのコンテンツを紹介し

てもらえると、より楽しむことができる。そこであらかじめ、

サイエンスガイドの方々に MIRAI-Bit の使い方やコン
テンツの内容等をレクチャーし、来館者の方が、使い

方が分からなかったり迷ったりしていた場合に、案内し

てもらうようにした。また、来館者の操作により、タブレッ

トの電源コードが抜けた場合に差し直すことや、画面

が汚れた場合の乾拭きなどの簡単な処置をしてもらっ

た。 
まれに画面が固まって動かなくなることがあり、その

際は学芸員が再起動の処置などの対応をした。 

 
 
５５．．おおわわりりにに 

MIRAI-Bit では、日本科学未来館の最新の展示コ
ンテンツが再現されており、内容も環境問題やロボット、

老化など、当館では展示できない、未来館ならではの

内容が表現されていたものであった。  
展示手法としても、生成 AI を使った対話やタブレッ

トの中でのバーチャルツアーなど、最新の技術を用い

たものであった。 
さらに、巡回展示キットとして製作されており、運搬・

設置、運用など考慮されたものであった。  
今回、MIRAI-Bit の展示を通して、来館者の方に、

新しい体験をしてだくことができ、社会にある様々な課

題についても考える機会をもっていただけた。 
結びにあたり、本事業の実施にあたり多大なるご協

力を賜りました日本科学未来館に、深く感謝申し上げ

ます。 

 

図２ 全体風景  

図３ 来館者の様子  
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巡回企画展「野辺山天文台展」実施報告  

 

西 野  藍 子＊1、木 村  優 斗＊2、三 田 村  耕 平＊3 
 

 

概 要 

 

当館では 2025 年 10 月 15 日 (水 )から 11 月 24 日 (月・祝 )まで、巡回企画展「野辺山天文台展」を開

催した。本企画展は、国立天文台野辺山宇宙電波観測所が企画し、開催館を募集していたもので、電

波天文学についてや電波観測の意義、野辺山宇宙電波観測所の取り組みなどを紹介する良い機会と

とらえ、当館でも本巡回企画展に応募し、開催した。本稿では、この企画展の実施内容及び関連して実

施したワークショップ等について報告する。 

 

 

１１．．ははじじめめにに    

2025 年４月に公開されたアニメ映画 (名探偵コナン)

が野辺山宇宙電波観測所 (以下、野辺山天文台 )を

舞台としており、話題となった。野辺山天文台に対す

る関心が高まっており、広く電波天文学の関心を喚起

できる好機であることから、野辺山天文台が巡回企画

展「野辺山天文台展」を企画し、開催館を募集してい

た。当館としても、電波天文学についてや電波観測の

意義、野辺山天文台の取り組みなどを紹介する良い

機会ととらえ、本巡回企画展に応募し、2025 年 10 月

15 日 (水 )～11 月 24 日 (月・祝 )の期間にて開催した。 

 

写真１．ホームぺージ等広報用ポスター 

(画像：野辺山天文台提供/制作：西野 ) 

 
  *1 大阪市立科学館  学芸員  

nishino@sci-museum.jp 
  *2 大阪市立科学館  学芸員  

y-kimura@sci-museum.jp 
  *3 大阪市立科学館  学芸スタッフ 

k-mitamura@sci-museum.jp 
 

２２．．構構成成  

本企画展の構成は以下のとおり。 

①野辺山天文台提供の解説パネル 9 枚掲出  

②野辺山天文台提供の大型フォトスポット 設置  

③音響光学型電波分光計 (AOS)実物資料  展示  

④その他：45m電波望遠鏡の小型 3Dモデル展示、 

大型モニターでの野辺山天文台紹介動画放映。  

 

①野辺山天文台提供の解説パネル ９枚掲出  

本巡回企画展では、野辺山天文台より解説パネル

のデータ提供があり、当館での展示では以下 1～9 の

9枚を活用させていただいた (0、及び、10は当館にて

作成 )。 

表１．解説パネル一覧   

No. 解説パネル名称  

0 タイトル・概要紹介  

1 電波で宇宙を見る  

2 野辺山天文台ってどんなところ？  

3 野辺山天文台丸わかりマップ  

4 45m 電波望遠鏡のヒミツ  

5 長年最前線で活躍できる理由  

6 移動し組み合わせる望遠鏡  

7 太陽を見る小さなアンテナたち  

8 野辺山のアンテナが見ている宇宙  

9 こんな装置、本当にある？ない？  

10 音響光学型電波分光計とは  
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なお、解説パネルは A0 サイズでの印刷・設置まで

業者に業務委託した。解説パネルの背景には野辺山

天文台の美しい景色、及び、45m 電波望遠鏡の写真

などをあしらったデザインとした。 

 

写真２．解説パネル展示のようす① 

 

写真３．解説パネル展示のようす② 

  

写真４．解説パネル展示のようす③ 

  

②野辺山天文台提供の大型フォトスポット 設置  

野辺山天文台を象徴する観測機器として、45m 電

波望遠鏡がある。巨大なパラボラアンテナとともに写真

撮影ができる大型フォトスポットを野辺山天文台よりお

借りして設置した。 

 

 

写真５．45m 電波望遠鏡フォトスポット 

 

③音響光学型電波分光計 (AOS)実物資料  展示  

本巡回企画展に合わせ、以前野辺山天文台よりい

ただいていた音響光学型電波分光計 (AOS)の実物を

展示、合わせて解説パネルを制作・掲出した。AOS は

野辺山天文台の 1982 年観測開始以来、世界最大の

分光計として 30 年以上活躍したものである。 

解説パネルの制作には、名古屋市科学館の河野

学芸員にご協力を仰ぎ、図のご提供もいただいた。 

 

写真６．音響光学型電波分光計 (AOS)の実物展示  

 

④その他：45m 電波望遠鏡の小型 3D モデル展示、 

大型モニターでの野辺山天文台紹介動画放映。  

上記 AOS の展示ケースには、野辺山天文台よりお

借りした 45m 電波望遠鏡の小型 3D モデルを展示。 

また、みんなのサイエンス・ラボの大型モニターでは、

野辺山天文台の紹介動画を映し、美しい野辺山の景

色とともにお楽しみいただいた。 

 

３３．．関関連連ワワーーククシショョッッププ等等  

本巡回企画展の開催に合わせ、関連するワークショ

ップや実演会を不定期開催した。また、今回の巡回企

画展は、野辺山天文台と Vtuber の星見まどかさんと

の共同企画であり、野辺山天文台のオリジナルグッズ

に加え、星見まどかさんとのコラボレーショングッズも多
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借りした 45m 電波望遠鏡の小型 3D モデルを展示。 

また、みんなのサイエンス・ラボの大型モニターでは、

野辺山天文台の紹介動画を映し、美しい野辺山の景
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３３．．関関連連ワワーーククシショョッッププ等等  

本巡回企画展の開催に合わせ、関連するワークショ

ップや実演会を不定期開催した。また、今回の巡回企

画展は、野辺山天文台と Vtuber の星見まどかさんと

の共同企画であり、野辺山天文台のオリジナルグッズ
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数登場したことから、当館ミュージアムショップにてこれ

ら野辺山天文台関連グッズを取り扱った。以下にそれ

ぞれを記す。 

 

３-１．ワークショップ「パラボラアンテナで、ひそひそ話

をしてみよう！」  

本巡回企画展の会場にて、アルミシートを貼ったビ

ニール傘を 2本用意し、距離を離して平行に椅子に設

置。参加者にはそれぞれのビニール傘に分かれ、小

声で傘に向かってお話しした内容が、もう一方のビニ

ール傘で耳をすませた参加者に聞こえるか、を試して

もらった。参加者が多めに集まった際には、アルミシー

トをハサミで切ってビニール傘に貼り付ける工作を行っ

てもらい、その後自分で作ったビニール傘でひそひそ

話を試してもらった。 

 

写真７．ワークショップでの解説のようす 

 

 写真８．ワークショップでの体験のようす 

 

開催日は、2025 年 10 月 25 日、11 月 1 日、11 月 6

日、11 月 8 日、11 月 12 日、11 月 15 日の計 6 日間

で、計約 115 名の来館者に参加いただいた。担当は、

西野 (学芸員 )、三田村 (学芸スタッフ)、永原 (企画 )、そ

して、ボランティアスタッフのサイエンスガイドの方々に

もご協力いただいた。参加者はカップル、親子連れ、

友人同士などでお楽しみいただき、“こんなに離れてい

るのに、ちゃんと聞こえる！”など感動されていた方も

いらっしゃった。一方で、若い方よりも年配の方のほう

が聞こえづらいという傾向も見られた。音量を上げる、

高い声で話していただく、などの工夫で聞いていただ

いた。 

３-２．「野辺山天文台展×3D プリンタ」プチイベント 

今回の巡回企画展開催にあたり、野辺山天文台

45m 電波望遠鏡のパラボラアンテナの 3D モデルデー

タを特別に野辺山天文台よりお借りし、関連イベントに

のみ活用することを許諾いただいた。そこで当館所蔵

の 3D プリンタにて 45m パラボラアンテナの 3D 模型を

製作する様子を来館者に見学してもらうべく、実演会

を行った。本イベントはおもに木村 (学芸員 )が 3D モデ

ルデータからの 3D模型製作、及び、実演を担当した。 

 

 写真９．3D プリンタ実演会のようす 

(来館者に説明する木村・西野 ) 

 

 写真 10．3D プリンタ実演会のようす 

(来館者に説明する木村・三田村 ) 

 

写真 11．3D プリンタ実演会のようす 

(来館者に説明する木村、完成した 3D 模型 ) 

 

開催日は、2025 年 11 月 3 日、11 月 6 日、11 月 8

日、11 月 11 日、11 月 24 日の計 5 日間で、計約 402

名の方に見学いただいた。担当は、木村 (学芸員 )、西
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野 (学芸員 )、三田村 (学芸スタッフ)、永原 (企画 )、そし

てボランティアスタッフのサイエンスガイドの方々にもご

協力いただいた。3D プリンタの実演はやはり目を引く

らしく、多くの来館者が足を止めて見てくださった。3D

プリンタ自体の質問も多かったが、スタッフが野辺山天

文台や 45m電波望遠鏡についても紹介することで、知

らない方にも興味を持って企画展自体をご覧いただく

ことができた。 

 

３-３．関連グッズのショップ取扱い 

本巡回企画展に関連し、野辺山天文台が製作した

以下のオリジナルグッズを当館ミュージアムショップに

て販売した。 

表 2．取り扱い関連グッズ一覧  

商品名  個数  

トートバック ナチュラル 30 

デザイナーマグネット 30 

デザイナーキーホルダー 30 

デザイナークリアファイル 50 

星見まどか缶バッジ 50 

星見まどかアクリルキーホルダー 30 

星見まどか定規 30 

星見まどかペンセット 50 

 

写真 12．取り扱い関連グッズ一覧  

 

星見まどかさんのファンの方がご来館することも多く、

関連グッズは企画展期間中にほぼほぼ完売した (残っ

た商品も、会期終了後に全て完売となった)。 

 

４４．．おおわわりりにに 

今回の巡回企画展では、野辺山天文台を知ってい

る人、また、星見まどかさんのファンという人も多くご来

館いただき、熱心に解説パネルを見ていただけた。  

また、解説パネルは大きめの A0 サイズで印刷したこ

とで、「この解説パネルは大きくて字が読みやすい」と

のお声を多数いただいた。内容についても、「分かりや

すく、あまり知らなかった電波観測について知ることが

できた」などのお声をいただけた。大型フォトスポットに

て記念撮影される方も多く、「野辺山天文台は知らな

かったけど、コナンの映画に出ていたので、見たことあ

ると思った」という方もいらっしゃった。 

関連するワークショップ等も不定期ではあったが開

催することができ、来館者に電波天文学を知っていた

だける良い機会になったと考えている。  

 

謝謝辞辞   

本巡回企画展の展示の仕方や解説パネルにおい

ては、同企画展を先に開催されていた名古屋市科学

館の河野学芸員に多大な協力を賜りました。改めて感

謝申し上げます。 

また今回の巡回企画展のきっかけは、コナンの映画

から始まったと思いますが、この好機を逃さず企画展を

企画し、急ピッチで準備してくださった西村所長をはじ

め野辺山天文台の皆さんにも、改めて深く感謝申し上

げます。 




